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事業計画書

団体名：

	事業名
	

	事業開始年月
	　　　　　　年　　　月に開始

	申請年数
	□１年目　　　□２年目　　　□３年目

	事業の目的
	［事業の必要性：地域のどんな課題を解決したいのか、事業が何に役立つのか］


	事業を実施する場所・地域
	

	事業の内容
	［いつ、どこで、どんな人を対象に、何をするのか］


	
	［事業の実現性：どんなスタッフをそろえているか（知識・経験等）］


	
	［事業の手法：事業を実施するうえで、どんな工夫やアイデアがあるか］


	他団体等との
連携
	事業実施の際に連携する団体等があれば、チェックしてください。
□自治会町内会　　□地区社協　　□民生委員・児童委員及び主任児童委員
□青少年指導員　　□スポーツ推進委員　　□保健活動推進員　　
□消費生活推進員　　□環境事業推進委員　　□老人会　　□こども会　　
□商店街　　□ＰＴＡ　　□小学校　　□中学校　　
□地域ケアプラザ　　□地区センター　□つるみ区民活動センター
□その他（　　　　　　　　　　　　　）

連携の内容：


	今後の事業の
継続や発展の
見通し
	［事業の継続性：次年度以降の展開、補助金交付期間終了後の見通し　など］


	スケジュール
	月日
	内容

	
	
	

	確認項目
	□構成員が３人以上、かつその半数以上が鶴見区民（在住・在勤・在学）で、鶴見区を活動の拠点とする団体により組織されている
□事業開始から３年以内の事業である
□同一の内容で、鶴見区若しくは横浜市及び鶴見区社会福祉協議会からの補助を受けていない、又は受ける見込みがない




